
山本　孝三

山本　孝三
　●核兵器廃絶・核兵器禁止条約締結について

日域　究
　●高齢者が加害者になる「悲惨な交通事故」を防ぐために
　●下水道受益者負担金とは何ですか。時に金額が変わりま

すか

末広　和基
　●新公会計制度導入に向けての固定資産台帳整備・公共施

設等総合管理計画の作成業務，現時点の進捗状況とその
活用に向けての考え方を伺います

　●電子自治体への取り組みの現状と今後の方針について伺
います

田中　実穂
　●食品ロス削減に向けての取り組みは？
　●高齢者の運転免許証の自主返納について
　●地方創生の後押しに「企業版ふるさと納税」の推進を

賀屋　幸治
　●温泉掘削によるマロンの里の活性化について

　
　
国
連
総
会
に
お
い
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
締
結
を
目
指
す
各
国
間
交
渉

が
「
決
議
」
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
政
府
や
米
国
は
反
対
し
ま
し
た
。

　
大
竹
市
も
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議

も
、
国
連
決
議
に
沿
っ
て
、
条
約
締
結

の
実
現
に
向
け
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
被
爆
者
の
国
際
署
名
に
賛
同
、
協
力

す
る
こ
と
を
を
確
認
し
、
安
倍
首
相
に

「
被
爆
国
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ

き
」
と
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
市
民
、
国
際
世
論
・
運

動
と
連
帯
し
、
こ
れ
か
ら
の
市
長
の

思
い
、
そ
し
て
取
り
組
み
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
核
兵
器
は
，
非
人
道
的
で
持
つ
こ

と
も
禁
止
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
核

実
験
を
し
た
国
へ
は
抗
議
文
を
送
付
し
，

核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
て
本
市
の
意
思
を

示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
，「
平
和

問答

へ
の
お
も
い
」
事
業
や
広
報
お
お
た
け

へ
啓
発
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
，
署
名

運
動
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
国
連
総
会
第
一
委
員
会
で
，
核
兵
器

禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
決
議

案
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
，
核
兵
器
廃

絶
へ
の
大
き
な
一
歩
で
す
。
我
が
国
が

条
約
の
実
現
に
向
け
，
積
極
的
に
関
与

し
て
い
く
よ
う
，
平
和
首
長
会
議
や
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の
加
盟
都

市
と
連
携
し
，
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の

　
　
　
　
　
　
　締
結
に
つ
い
て
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高根沢町デマンドタクシー

平成22年11月　東京都　大阪府発表

大竹市が裁判所に提出した準備書面より

「
新
公
会
計
制
度
」
導
入
に
向
け
て
の
固

定
資
産
台
帳
整
備
・
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
作
成
業
務
の
活
用
に
つ
い
て
　

大
願
寺
公
募
売
却
予
定
価
格
算
定
の
謎

下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
ど
う
決
ま
っ

て
い
ま
す
か

　
　
介
護
保
険
に
関
す
る
視
察
で
人

口
３
万
人
の
栃
木
県
高
根
沢
町
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
聞
き
驚
い
た
の

は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
す
。
ワ
ゴ

ン
車
で
１
回
百
円
ド
ア
か
ら
ド
ア
ま

で
。
路
線
バ
ス
形
式
と
違
い
登
録
す

れ
ば
ど
こ
で
も
誰
で
も
何
時
で
も
使

え
ま
す
。
運
転
免
許
証
返
納
が
し
易

い
環
境
を
作
り
、
高
齢
者
に
よ
る
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
も
導
入
の
検
討
を

し
ま
せ
ん
か
。

　
　
事
業
の
実
施
に
よ
り
運
行
事
業
者

の
本
来
業
務
が
圧
迫
さ
れ
れ
ば
、
公
共
交

通
そ
の
も
の
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
最
寄
り
の
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
を
守

り
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交
通

に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
を
、
住
民
自
ら
が

守
り
育
て
、
行
政
も
そ
れ
を
支
援
し
な

が
ら
、
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
３
億
３
，
７
７
７
万
円
だ
っ
た

予
定
価
格
の
計
算
根
拠
は
裁
判
で

や
っ
と
開
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
身
を

検
証
す
る
と
最
も
不
可
解
な
の
が
下

水
道
負
担
金
㎡
単
価
の
１
１
２
円
で

す
。
上
下
水
道
局
も
３
１
３
円
の
は

ず
だ
と
言
う
こ
の
金
額
の
根
拠
は
。

　　　
本
市
の
受
益
者
負
担
金
は
４
つ
の

負
担
区
が
あ
り
、
汚
水
を
処
理
場
に
送

る
中
継
ポ
ン
プ
場
の
事
業
費
等
に
よ
り

㎡
単
価
が
異
な
り
ま
す
。
１
１
２
円
の

根
拠
は
、
資
料
が
残
っ
て
な
い
た
め
確

認
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
①
　
固
定
資
産
台
帳
整
備
と
公

共
施
設
等
管
理
計
画
と
の
関
連
の
意

味
と
将
来
を
見
据
え
た
場
合
の
具
体

的
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
　

　
②
　
続
い
て
来
年
度
よ
り
本
格
的

な
複
式
簿
記
の
取
り
組
み
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
①
と
の
連
携
を
前
提
に
し
た
シ
ス

テ
ム
導
入
や
仕
組
み
づ
く
り
の
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
①
　
固
定
資
産
台
帳
整
備
と
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
は
今
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
等
の
全
体
が
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
最
適
な
施
設
配
置
を
長

期
的
な
視
点
で
考
え
る
際
の
指
標
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
②
　
来
年
度
か
ら
導
入
す
る
新
地
方

公
会
計
で
は
、
仕
分
け
方
法
と
し
て
期

末
一
括
方
式
を
採
用
し
、
貸
借
対
照
表

の
分
析
等
を
行
い
ま
す
。

　
　
電
子
自
治
体
推
進
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
い

ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
意
図
す

る
事
に
よ
る
人
材
育
成
や
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
な
ど
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
現
状
に
対
す
る
認
識
と
今
後

い
か
に
あ
る
べ
き
か
伺
い
ま
す
。

　
　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
対

策
や
研
修
を
受
講
し
、改
善
を
進
め
ま
す
。

今
後
も
限
り
あ
る
人
的
資
源
を
有
効
に

活
用
し
国
の
示
す
方
針
に
従
っ
て
電
子

自
治
体
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

問

問

答

答

答

答

日域　究

末広　和基

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
検
討
を

問

電
子
自
治
体
へ
の
取
り
組
み
の

　現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

問

下水道分担金
担当部署からの回答金額　318万0800円
（単価112円／㎡×面積4万㎡×有効面積71％）
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多
発
す
る
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
。
被
害
者
は
勿
論
の
事
、
加
害

者
の
家
庭
を
も
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

車
社
会
の
現
代
、
必
需
品
と
も
い
え

る
運
転
免
許
証
で
す
が
、
悲
惨
な
事

故
を
起
こ
す
前
に
勇
気
あ
る
自
主
返

納
を
勧
め
る
た
め
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
割
引
券
な
ど
何
か
特
典
を
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
自
主
返
納
促
進
の
支
援
制
度
は
公

平
性
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
誤
操
作
等
の
事
故
は
減
少
す
る
と

考
え
ま
す
。

　
　
食
べ
ら
れ
る
状
態
な
の
に
捨
て

ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」。
日
本
で
は

年
間
６
３
２
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
育
所
や
学
校
で
の
食
育

や
環
境
教
育
を
通
し
て
、
残
さ
ず
食

べ
る
運
動
や
持
ち
帰
り
運
動
な
ど
削

減
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　　
保
育
所
で
は
適
量
の
調
理
・
配
膳

の
ほ
か
食
事
の
基
本
・
楽
し
さ
を
学
び

食
べ
残
し
が
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
用
備
蓄
食
糧
は
期
限
の

迫
る
物
か
ら
消
費
し
て
い
ま
す
。
個
人

備
蓄
の
推
奨
と
民
間
企
業
と
の
災
害
時

食
糧
品
の
応
援
協
定
の
締
結
を
進
め
る

考
え
で
す
。

　
学
校
給
食
の
調
理
・
献
立
の
工
夫
、

学
校
で
の
食
に
関
す
る
指
導
や
残
菜
を

肥
料
に
活
用
す
る
取
組
な
ど
に
よ
り
、

残
食
率
は
約
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
地
方
創
生
の
後
押
し
に「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」の
推
進
に
つ
い
て

　
　
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で

は
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
り
農

業
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
、
空
き
家

や
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
活
性
化

を
目
的
に
平
成
12
年
に
マ
ロ
ン
の
里

交
流
館
が
完
成
し
、
年
間
約
８
万
人

も
の
集
客
と
約
４
千
万
円
の
売
り
上

げ
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
近

年
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
特
に
、
冬

季
や
平
日
の
閑
散
期
の
集
客
対
策
が

課
題
で
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
安
定

的
な
集
客
と
収
益
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
対
策
と
し

て
マ
ロ
ン
の
里
に
温
泉
を
掘
削
し
新

た
な
観
光
資
源
の
創
出
に
よ
り
、
地

域
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。
ま
た
、
当
初
の
全
体
開

発
構
想
に
温
泉
計
画
等
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
当
時
の
経

緯
や
顛
末
と
併
せ
て
温
泉
掘
削
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
マ
ロ
ン
の
里
建
設
に
あ
た
り
、
職

員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

研
究
・
調
査
を
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

報
告
書
に
は
年
間
を
通
じ
て
安
定
的
な

集
客
を
期
待
で
き
る
施
設
と
し
て
温
泉

施
設
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
建

設
と
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
利
用
者
の
動
向
を
慎
重

に
把
握
し
、
柔
軟
に
計
画
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
や
、
将
来
的
に
多
大
な
財
政

負
担
を
強
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

留
意
し
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
こ
と
が

特
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
温
泉
施
設
は
、
魅
力
あ
る
施
設
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
な
経
営

面
へ
の
不
安
感
か
ら
、
検
討
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

　
　
　
　
　自
主
返
納
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は
？

問問

温
泉
掘
削
に
よ
る

マ
ロ
ン
の
里
の
活
性
化
に
つ
い
て

問

答

答

答

田中　実穂

賀屋　幸治

て
ん 

ま
つ

閑散期の「マロンの里交流館」

市の考えを問う
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14日

20日
２1日
２6日

２7日
11日
12日

16日
１8日

２３日～２４日

【視察来訪】
25日

4日

７日～９日
１５日～１７日

24日

1日
3日

5日

6日

７日

議会日誌
基地周辺対策特別委員会
総務文教委員会
生活環境委員政策研究会
総務文教委員会先進地事例調査研究
生活環境委員会先進地事例調査研究
議会運営委員会
広報広聴特別委員会
本会議
沖縄県の基地負担軽減を考える議員
有志の会　第1回沖縄協議会員
総務文教委員会
総務文教委員政策研究会
生活環境委員会
生活環境委員協議会
生活環境委員政策研究会
基地周辺対策特別委員会
小方地域まちづくり対策特別委員会
議会改革調査会

本会議
議員全員協議会
生活環境委員協議会
広報広聴特別委員会
議会改革調査会
沖縄県の基地負担軽減を考える議員
有志の会　官邸訪問
広報広聴特別委員会
広報広聴特別委員会
小方地域まちづくり対策特別委員会
生活環境委員政策研究会
議会改革調査会
西部ブロック市議会議員研修会
基地周辺対策特別委員会
石油基地防災対策都市議会協議会
第１１６回役員会（静岡市）

埼玉県鴻巣市議会
　「地域公共交通について」

11月

12月

11 月～1 月

1月

1月

一 般 質 問第4 回定例会

議　案　な　ど

児
玉
朋
也

末
広
和
基

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

大
井
　
渉

網
谷
芳
孝

藤
井
　
馨

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

田
中
実
穂

山
本
孝
三

審議結果
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認第８号 平成２７年度大竹市国民健康保
険特別会計決算 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認第12号 平成２７年度大竹市土地造成特
別会計決算 − ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● 認定

認第13号 平成２７年度大竹市介護保険特
別会計決算 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第62号 平成２８年度大竹市一般会計補
正予算（第４号） − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第60号 市道路線の認定について − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳情第3号
晴海臨海公園整備事業における
多目的ゾーン等を整備すること
を求める陳情

− ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● 採択

第４回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。 ―: 議長　○ : 賛成　●：反対
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